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１．はじめに 

本研究は，附属特別支援学校の教育実践研究の

成果や取組それ自体を介した公立・私立特別支援

学校との連携モデルを構築・稼働させることを目

的とし，ひいては，岩手県内外における特別支援教

育の充実と発展に寄与することをめざすものであ

る。 

この一端として，本稿では，知的障害特別支援学

校において，学習の題材として作業学習等で取り

扱われることが多い木工に着眼する。木工に関わ

る実践は，実践報告論文や書籍など公開された内

容がある（例えば，名古屋，1997；千葉大学教育学

部附属養護学校，2003；2011）。また，非公開の資

料ながら，坪谷（2018a）が「岩手県特別支援学校

木工製品一覧」をまとめている。 

木工を題材とした学習活動における「できる状

況づくり」の質は，製作物の完成度や，活動上の安

全ならびに生徒のやりがいに大きく影響する。で

きる状況とは，「精いっぱい取り組める状況」と「首

尾よく成し遂げられる状況」を言い，これを作るこ

とができる状況づくりである（名古屋，2016）。木

工を題材とした学習活動において，「できる状況づ

くり」の具体的な手立てとして有力なものに補助

具がある。 

近年でこそ，木工職人が補助具の開発と製作に

ついて，専門誌や動画サイトで公開することが増

えたものの，あくまでも一般的な木工作業のため

の内容であり，特別支援学校において，学習活動の

主体となる生徒の，多様な状態像に対応するため

の補助具や，特別支援学校において考案されたオ

リジナルの木工製品に対応するための補助具は，

教師の自作に頼るところが大きい。その例を挙げ

るならば，回転する電動ドリルの刃に生徒の手が

触れないように設置された「防護板」がある。また，

木材を一定の長さや幅に切断するために，電動工

具に付される「ガイド板」や，木材を研磨する際に

部材を固定する「固定枠」や，組み立ての際に木材

同士の位置を合わせ固定するための「位置決めガ

イド」など枚挙にいとまがない。 

このような補助具は，実践上多くの開発がなさ

れ，開発者と使用者の間で共有されたり，授業研

究会資料などによって一時的に共有されたりする 

（例えば，岩手大学教育学部附属特別支援学校，

2019；坪谷，2018b）。しかし，その具体的な内容や

知見は，効果的かつ広く公開されるには至らない。

つまり，木工を題材とした作業学習における補助

具は，実践上の取り組みがありながらも，その内容

の活用や継承に課題を有している。 

そこで，筆者らは，本実践研究によって，補助具

の開発と記述をし，その内容を蓄積するアーカイ

ブを構築することを目指す。具体的には，①木工製

品の開発とそれに要する補助具の開発事例を開発，

または収集すること，②アーカイブとして，事例を

一定の様式をもって表記し，これを本学教育学部

のホームページ上で公開すること，である。これに

よって，附属特別支援学校並びに公立・私立特別支

援学校が，補助具に関する有益な知見を共有する

ことを期待するものである。 
 

２．木工製品と補助具の開発事例 

補助具の機能では，目的の作業を安全かつ効率

的に実現することが問われる。ここで言う目的の

作業とは，「何を作るか」によって，その内容が定

まることから，補助具の内容を記述する際には，

「何を作るか」すなわち，木工製品と併せて記述さ

れる必要がある。したがって，以下で報告する開発

事例では，木工製品と補助具を併せて記述した。注） 

その上で，木工製品と補助具の開発事例として，

３事例を収集しここに挙げた。事例1については，

その開発にかかる意図や機能などを詳説した。事

例２と事例３については，概要のみを記した。ただ

し，それらの内容について，アーカイブ時に用いる

（令和３年３月４日受理）
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べく考案した様式をもって記述し「資料１」「資料

２」として末尾に付した。  

 

【事例１：木製フォトフレーム 溝切りガイド】 

（１） 製品の概要と活用の展望 

本製品は，正方形の木製フレーム 2 個を蝶番で

つないだデザインである（図１）。完成品として製

品化することは勿論のこと，その組み立て自体が

比較的容易に，かつ楽しめることから，組み立てキ

ットとして製品化することも期待された。 

 フレームの一辺が着脱可能であり，その内側に

は 2 本の溝が刻まれている。一方には写真を挟み

込むアルバム台紙が挿入され，他方には，フレーム

の背板が挿入される（図２）。 

（２）製作の工程と補助具の必要性 

本製品は，2つの部材から組み立てられる。すな

わち，正方形の背板 1枚と両端を 45度で切断され

たフレーム部材 8 本である。このうち，フレーム

部材の加工においては，次の3種類の作業を要す。

すなわち，①「縦挽き（フレーム部材の幅をそろえ

ること）」，②「溝切り（フレーム部材に 2 本の溝

を入れること）」③「横挽き（フレーム材の長さ及

び断面を 45 度に切り揃えること）」である。この

うち，②では，25㎜角のフレーム部材に対して「１

面に 2 本，深さ 5 ㎜，幅３㎜の溝」を安全かつ正

確に，そして恒常的に加工することになる。したが

って，これを実施するための補助具が必要である

と考えた。 

（３）補助具の機能と有用性 

補助具「溝切りガイド」は，テーブルソー（図３）

に取り付けて固定し，回転するノコギリの刃に対

して，定位置に送り出すガイドとしての機能を求

め，以下のように補助具を製作した。すなわち，①

補助具の材質はすべて木材であり，接着は木工用

ボンドと木ネジによる（図４）。②補助具の設置は，

テーブルソーのガイドフェンスをはさみ込む（図

５）。その上で，補助具自体のガイドフェンスに即

して部材を送り込む。これは，図５中の矢印にて示

した。③加工する溝の幅は 3 ㎜だが，これは，テ

ーブルソーの刃の厚みと一致する。図５中，加工前

の部材は左側，加工済みの部材は写真右側であり，

これらをそれぞれ囲み示した。④刃の高さの調整

は，テーブルソーを稼働させながら行い，補助具の

底板自体を貫通させる。刃の高さは，溝の深さと一

致する。 

以上をもって，フレーム材の溝切りが，安全かつ

正確に，そして恒常的に実施できるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 完成品（１辺を外した状態） 

 

 

 

 

 

 

図２ 構造（溝の上段にアルバム台紙，下段に背板） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ テーブルソー（矢印の位置で刃が回転する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 補助具「溝切りガイド」（矢印の箇所が刃の位置） 
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【事例２：チギリ用溝切りガイド】 

（１）製品の概要と活用の展望 

本製品は，正方形の木製フレームである。そのの

四隅には補強兼装飾として「チギリ（千切り）」を

あしらった。 

（２） 製作の工程と補助具の必要性

本製品は，2つの部材から組み立てられる。すな

わち，正方形の背板 1枚と両端を 45度で切断され

たフレーム部材 4 本である。このうち，フレーム

部材の加工においては，次の4種類の作業を要す。

すなわち，①「縦挽き（フレーム部材の幅をそろえ

ること）」，②「溝切り（フレーム部材に 2 本の溝

を入れること）」，③「横挽き（フレーム材の長さ及

び断面を 45度に切り揃えること）」，④フレーム両

端にチギリを入れるための溝を切ることである。

このうち，④では，25㎜角のフレーム部材に対し

て「深 25㎜，幅３㎜，45度の溝切」を安全かつ正

確に，そして恒常的に加工することになる。したが

って，これを実施するための補助具が必要である

と考えた。 

（３） 補助具の機能と有用性

補助具「チギリ用溝切りガイド」（図６）は，テ

ーブルソーに取り付けて固定し，回転するノコギ

リの刃に対して，定位置に送り出すガイドとして

の機能を求めた。この詳細は資料１に示した。  

図６ 補助具「チギリ用溝切りガイド」 

【事例３：脚部組立用の部材固定具】 

（１）製品の概要と活用の展望 

本製品は，逆Ｖ字型の脚デザインが特徴の木製

ベンチである。安価だが丈夫な建築木材を用いて

おり，かつ製作しやすい設計である（図７）。 

（２）製作の工程と補助具の必要性 

本製品は，座面，脚部，脚と材面の接合部，貫の

部材から組み立てられる。主な作業工程は，部材の

切断，研磨作業，組立，塗装である。組立には，逆

Ｖ字型の脚の組立が含まれるが，脚部材と脚と材

面の接合部材（通称，台形部材）についてボンド接

着，及び電動ドライバーを用いて木ねじでの接合

を行う。ここでは，部材同士が定位置で固定される

ことが目指されるが，そのためには，作業時点で定

図５ 補助具「溝切りガイド」の設置と部材（矢印の箇所が刃の位置，Ａ＝加工前の部材，Ｂ＝加工後の部材） 

Ａ Ｂ 
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位置が保持される必要がある。したがって，これを

実現するための補助具が必要であると考えた。 

（２） 補助具の機能と有用性

補助具「脚部組立用の部材固定具」（図８）は，

部材を定位置に固定するための木枠である。また，

固定時には，部材同士の密着と作業中のズレを防

ぐために押しばねによって部材を押さえ込む機能

を求めた。併せて，作業中に部材を傷つけてしまわ

ないような防護策を講じた。この詳細は資料２に

示した。 

図７ 木製ベンチ「チューチューベンチ」 

図８ 補助具「脚の組立用の部材固定具」 

４．まとめと今後の課題 

本実践研究によって，補助具の開発と記述をし，

その内容を蓄積するアーカイブを構築することを

目指した。資料１～２に示した記述様式をもって，

本学教育学部ホームページ上（「研究に関する報告

書等」）で公開する。このアーカイブは2021年3月
末日から運用する予定である。なお，アドレスは以

下の通りである。

https://www.edu.iwate-u.ac.jp/kenkyuu-2/ 
このアーカイブの拡充と活用促進，活用実績の

評価については，次年度以降の実践内容として位

置づけて取り組んでいきたい。また，将来的には，

アーカイブの内容として木工以外の題材について

も拡充したい。

注釈 

補助具の機能は，実際には「何を作るか」によっ

てのみならず「誰が作るか」によって定まる。つま

り，生徒の実態に即して補助具が考案される面も

ある。このことを考えると，補助具の内容を記述す

る際には，生徒の実態あるいは活動の様子を併せ

て記述される必要がある場合もある。この際，個人

情報の取り扱いに留意する必要がある。このよう

な事例についても，留意しつつ，今後は収集の対象

としたい。 
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資料１ 木製フォトフレーム：チギリ用ガイド 
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資料２ 木製ベンチ：脚部組立用の部材固定具 

3 資料２ 木製ベンチ：脚部組立用の部材固定具 

資料２ 木製ベンチ：脚部組立用の部材固定具 
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